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図表 1　2020 年のドイツ国内におけるバイオテクノロジー
産業による経済効果（€ millions）
参考文献1）を基に科学技術動向研究センターにて作成
図表 2　2020 年のドイツ国内におけるバイオテクノロジー
産業の雇用効果（雇用者数）
参考文献1）を基に科学技術動向研究センターにて作成
　ドイツのフラウンホ フーァーシステムイノベーション研
究所の研究者は、2020 年のドイツ国内におけるバイオ
テクノロジー産業による経済効果と雇用効果の推定手
法と推定した結果を発表した1）。波及効果を含む新産
業の経済効果と雇用効果の推定には、産業連関分析
が用いられることが多い。しかし、過去のデータから
作成された産業連関表を、中長期の将来予測にそのま
ま適用することは無理がある。そこで、約 40 名の専門
家の意見を反映した基準的な将来シナリオと普及が大き
く進む将来シナリオを作成し、それらに基づく産業連
関分析により、2020 年のバイオテクノロジー産業がもた
らすドイツ国内の経済効果と雇用効果を推定した。
　特に経済効果の期待されるバイオテクノロジー産業
として、バイオ医薬品・バイオエタノール・バイオポリ
マ ・ーバイオケミカルの 4 産業が取り上げられた。ド
イツ連邦統計局の作成した 71 部門から構成される
2005 年のドイツ国内産業連関表に、これら 4 つの産
業部門を追加し、将来シナリオを組み合わせて産業
連関分析が行われた。将来シナリオは、バイオテクノ
ロジーを適用した製品の普及率に応じて、基準シナリ
オと高普及率シナリオが作成された。これらのシナリ
オには、バイオテクノロジー製品の普及に大きく寄与
する石油・砂糖・リグノセルロ スーなど原材料価格と、
規制・課税・補助金などの政策が考慮されている。
　4 つのバイオテクノロジー産業による波及効果も
含めた経済効果（図表 1）は、高普及率シナリオと
基準シナリオによる推定結果の差を示す。バイオ医
薬品産業の経済効果が最も大きい。その中でも特に、
医薬品部門の寄与が大きい。ここでは、バイオ医薬
品市場の拡大に伴い医療費が抑制されるモデルが用
いられているため、医療を含むサービス部門の経済
効果は大きく減少している。バイオエタノール産業
とバイオポリマー産業の場合には、原料となる甜菜
の生産やバイオマス関連で農業部門の寄与が増大す
る。ただし、バイオポリマー産業とバイオケミカル
産業の場合、現在の石油を中心とする化学部門の経
済効果が減少する。また、バイオケミカル産業では
農業を除く部門の寄与が減少する。
　一方、雇用効果は、経済効果と雇用係数（= 雇用
者数／生産額）の積から求めている（図表 2）。バイ
オ医薬品産業の場合、医薬品部門の雇用は増大する
が、労働集約型のサービス部門における雇用が大きく
減少する。バイオエタノー ル産業とバイオポリマー産業
の場合、原材料を供給する農業部門における雇用が
増大する。また、バイオケミカル産業の場合、経済効
果と同時に化学を含む多くの部門で雇用も減少する。
この結果は、バイオテクノロジーを適用した新製品に
よる市場拡大よりも、プロセスイノベーションによる効
率化が進むというシナリオを反映している。
　全般的に、ドイツ国内ではバイオテクノロジー
産業が拡大すると、他の産業部門で経済・雇用効
果が減少する可能性が示されたとも言える。
トピックス5 将来のバイオテクノロジー産業がもたらす経済・雇用効果の推計
　ドイツのフラウンホーファーシステムイノベーション研究所は、2020 年のドイツ国内におけるバ
イオテクノロジー産業による経済・雇用効果を推定した結果を発表した。約 40 名の専門家の意見を
反映した基準的な将来シナリオと普及が大きく進むという将来シナリオに基づく産業連関分析によ
り、バイオ医薬品・バイオエタノール・バイオポリマ ・ーバイオケミカルの 4 産業について、その波
及効果を分析した。バイオ医薬品産業では医薬品部門の寄与が最も大きく、バイオエタノール産業と
バイオポリマー産業では原材料を供給する農業部門の寄与が大きい。また、バイオケミカル産業では、
新製品による市場拡大よりもプロセスイノベーションによる効率化の影響が大きい。
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Technological Forecasting and Social Change, 78（7）, 1200-1209, 2011.
